
 

第13回 放射能の農畜水産物等への影響についての研究報告会 
2017年1月21日 



福島大学農学系学部新設について 

2019年4月開学（今の高校1年生等） 



これまでの調査より 

2011年 

2012年 

2013年 

3分の1 

3分の1 

事故後2年間は約3分の1ずつ、果実濃度が低下 

モモ果実中のCs-137濃度の変化 



本日のテーマ 

モモ果実の放射性Cs濃度の発育期間中の変化、 
経年的変化について紹介する 



調査方法 

収穫果実のCs-137濃度 

果実発育期間中の果実の
Cs-137、K-40濃度 

伊達市下小国 モモ‘あかつき’ 

2012年～2016年 

2011年（事故年） 
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収穫（103日） 

満開後60日 
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モモ果実中のCs-137 濃度の経年変化 
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事故のタイミング 

モモ果実発育期間 

収穫 
満開後15日（DAF： Days after full bloom） 

いずれの年も 
満開直後で収穫時よりも高い 

年度問わず共通の傾向として 
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事故のタイミング 

モモ果実中のCs-137 濃度の経年変化 

2011 2013 2012 

モモ果実発育期間(満開 – 収穫, おおむね103日) 

収穫 

2016 2015 2014 

収穫時の経年変化 
DAF15の経年変化 

満開後15日（DAF： Days after full bloom） 

DAF15では直線的 
収穫時では底打ち傾向 
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経年的な傾向として 
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モモ果実中の      濃度の経年変化 

2011 2013 2012 2016 2015 2014 

100 年次間での何らかの傾向はない 

事故のタイミング 

モモ果実発育期間 

収穫 
満開後15日（DAF： Days after full bloom） 

K-40 



一年生作物と違い、 
樹体そのものが汚染源になっている 

モモ果実、ごく最初の濃度が高いのはなぜか？ 



モモ、果実ごく最初の濃度が高いのはなぜか？ 
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モモの根の成長 

は開花から収穫 

全根長  

白根長  

モモの樹の根元に穴を掘り、
ガラスを設置し、そこに現れ
るモモの根を調査 

0cm（表層） 

30cm 



モモ果実ごく最初の濃度が高いのはなぜか？ 
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モモの根の成長 
全根長  

白根長  

は開花から収穫 

満開時に、新たな根
はほとんど出ておら
ず、Csの土壌からの

吸収はほとんど開始
されていない 
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果実1個あたり
のCs-137含量 

*  それぞれの時期の放射性核種濃度×1個あたり重量 

2016 

モモ果実発育期間 

最初のCsはどこから？-含量ベースで検討してみる- 



最初のCsはどこから？ 

モモの芽と花 

前年8月 満開後30日 

満開前20日 

満開 

満開後15日 



芽・幼果のCs含量 
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*  それぞれの時期の放射性核種濃度×1個あたり重量 

開花前の芽と比べて開花後で低下 

最初のCsはどこから？-含量ベースで検討してみる- 





花芽  →  花びら＋  がく＋  幼果 

芽・幼果の核種含量 
Cs-137 K-40 
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幼果中のCsは、K同様、花芽に前年蓄積されたもの 
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幼果初期の肥大には貯蔵養分が使われている 

最初のCsはどこから？-含量ベースで検討してみる- 



幼果の肥大に伴うCs-137 濃度の変化 

最初のCsはどこから？-含量ベースで検討してみる- 

芽のセシウムは前年にすでに蓄積されたもの 

幼果初期の肥大には貯蔵養分が使われている 

果実肥大期のセシウムはどのように移動している？ 
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幼果の肥大に伴うCs-137 濃度の変化は？ 
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モモ果実中の放射性核種濃度の変化率 
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Cs-137 K-40 

収穫 
*  その時期の放射性核種濃度/  DAF15の核種濃度 × 100 

Cs-137の変化はK-40の変化に近づいてきている 
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モモ果実中の放射性核種濃度の変化率 

Cs-137の変化はK-40の変化に近づいてきている 

カリウム同様、樹体（葉）から 

肥大期ではカリウムに比較的類似の転流をしている 

その由来源は？ 

忘れてはいけないのは、果実濃度は肥大に伴い低下 



中まとめ 

 モモ収穫果実の放射性Cs濃度は、事故後
数年間は経年的に減少、現在は底打ち傾向 

満開直後のCs濃度が高く、生育に伴い低下 



中まとめ 

 モモ収穫果実の放射性Cs濃度は、事故後
数年間は経年的に減少、現在は底打ち傾向 

満開直後のCs濃度が高く、生育に伴い低下 

これらは、営農再開に 
どのような影響があるのか？ 



あんぽ柿 

オウトウ「佐藤錦」 

写真：福島県HPより 

福島県の果樹栽培 



文部科学省による福島県の航空機モニタリングの測定結果より 
  （福島県内の放射性Cs沈着量） 

果樹栽培と放射能汚染 

http://www.pref.fukushima.jp/yasai/kennai-engeinousakumotu/special/nashi/toppage.html
http://www.pref.fukushima.jp/yasai/kennai-engeinousakumotu/special/nashi/toppage.html
http://www.pref.fukushima.jp/yasai/kennai-engeinousakumotu/special/nashi/toppage.html
http://www.pref.fukushima.jp/yasai/kennai-engeinousakumotu/special/nashi/toppage.html
http://www.pref.fukushima.jp/yasai/kennai-engeinousakumotu/special/nashi/toppage.html


福島県産果樹の生産面積、収穫量、出荷量 
（2013年） 

Takata2016より 

果樹栽培と放射能汚染 



 モモ収穫果実の放射性Cs濃度は、事故後
数年間は経年的に減少、現在は底打ち傾向 

放射性物質の降下量の少ない地域では、既存
の樹体の果実濃度は、十分に低い。そのため、

再度の上昇が起こらないことが大事 

1年生作物では、カリウム施用などによる土壌

からの吸収抑制が有効であるが、果樹ではそ
の必要性があまりない 



 モモ収穫果実の放射性Cs濃度は、事故後
数年間は経年的に減少、現在は底打ち傾向 

放射性物質の降下量の多い地域では、既存の
樹体の果実濃度が十分に低下していない？ 

とはいえ、果樹園で樹が生き残っていても、そ
の再利用はかなり難しい 

植え替えを行う必要がある 



満開直後のCs濃度が高く、生育に伴い低下 

汚染源の除去が必要ならば、その対象は、表
土に加えて樹体 

果実のCsは樹体内にすでに存在するCsに由来 

植え替えを行う必要がある 

土壌以上に高寄与 



仮に営農再開を前提とするならば、 

植え付け後、 
 収穫開始まで何年？ 
 成園化するまで何年？ 
 

植え替えを行う 

他にも棚の整備や
暗渠、明渠の補修な
ど・・・ 



仮に営農再開を前提とするならば、 

植え付け後、収穫開始までの年数は？ 
成園化するまでの年数は？ 

 

避難制限を解除してからでは遅い 

植え替えを行う 
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